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個票 5 エココリドーとしての河川の連続性の確保 〔河 1(1)②1-1〕 

(２０１０年作成) 

配慮の視点  生態系の多様性への配慮 配慮

項目 

生き物の生息・生育空間となる多様

な自然とそのつながりの保全・創出 

配慮事項 生物の生息・生育空間のネットワーク化 

配慮事例 エココリドーとしての河川の連続性の確保 

内

容 

●エココリドーとしての河川の連続性の確保 

【解説】 

河川は地域（特に都市部）の生物ネットワークの基幹となります。生物の多様性

保全にはネットワーク機能が十分発揮されていることが必要です。そのため、河

川の横断方向や縦断方向の連続性、支川や水路網、水田との連続性の保全、回復

が生物多様性の向上につながります。 

【具体的な工法・配慮事項】 

① 魚類や水生生物が行き来できる河川、河川と支川、水路、水田の縦断形状と

します（水域の連続性）。 

② 河川敷の草地や樹林の連続性（河川と支川、河川と周辺環境）の保全、創出

をします（陸域の連続性）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 河川に係る連続性の確保のイメージ 

出典：2 
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【事例】 

 

出典：1 

 

 

 

 

 

 

 

 

留

意

点 

・ 魚類は種によって行き来できる縦断形状が異なるため、地域の生態系の指標と

なる種を具体的に決め、その種が行き来できる縦断形状を検討することが重

要。 

参考資料 1 「円山川にもどろう 円山川の自然再生事業」国土交通省近畿地方整備局 豊

岡河川国道事務所 

2 「中小河川における多自然型川づくり－河道計画の基礎技術－」（財）リバー

フロント整備センター 

 

 

【場所】 
兵庫県 円山川 

【環境配慮の内容と方法、工法】 
・ 人の暮らしを守るために必要な治水機能を保ちながら、過去に失われた自然

を積極的に取り戻すことを通じて生態系の健全性を取り戻す自然再生事業
を実施している。 

・ 円山川の自然再生計画の目標の 1つに「水生生物の生態を考慮した河川連続
性の確保」をかかげ、湿地の再生や河岸環境の再生などにとり組んでいる。 


